愚人の.， 



小 酒 井不木 



ここ は X X 署の 訊問 室で ある。 

まこ リ 

生ぬるい 風が 思い出し たように、 街路の 麈埃を 運び 

込む ほかに は、 開け放 たれた 窓の 効能の 少しも あらわ 

れぬ 真夏の 午後で ある。 いまにも、 柱時計が 止まり は 

しない かと 思われる 暑さ を ものともせず、 三人の 洋服 

を 着た 紳士が 一 つの 机の 片側に 並んで、 ときどき 扇 を 

使いながら、 やがて 入って くる はずの 人 を 待って いた。 

向か つ ていちばん 左に 陣取った 三人のう ちいち ばん 

つむら ひげ 

若い のが 津村 検事で、 額が 広く 目が 鋭く 髭がない。 中 



央の 白髪 交じりの 頭が 藤 井 署長、 署長の 右に 禿げた 頭 

ほおひげ くく 

を 金縁 眼鏡と 頰髯 とで 締め括って ゆったり と 腰かけて 

いるの が、 法医学 者と して 名高い T 大学 医学部 教授 

片田 博士で ある。 職務と は 言いながら、 片肌脱ぎたい 

くらいな 暑さ を 我慢して 滲み出る 汗 を ハンカチに 吸い 

とらせて いる 姿 を 見たならば だれでも 冗談で なしに、 

お 役目 ご苦労と 言いた くなる。 

三人 はい ま、 ある 事件の 捜査の ために、 有力な 証人 

として 召喚した 人の 来る の を 待って いるので ある。 厳 

密 に 言えば 、 そ の 事件 の 捜査 の 首脳 者 である 津村 検事 

は、 召喚した 証人の 訊問に 立ち会って もらうた めに、 



まして、 科学者で ある 片田 博士ので つぶりした 顔に は、 

あ いきょ う みなぎ かか 

いつも は 愛嬌が 漲って いるに 拘わらず、 かような 場 

所では 底知れぬと いっても よいよう な、 沈着の 不気味 

さが 漂って いるので あった。 

柱時計が 二 時 を 報ずる と、 背広の 夏服 を 着た 青年 紳 

土が 一 人の 刑事に 案内され て 入って きた。 右の 手に 黒 

革の 折飽、 俗に いわゆる 往診 飽を 携えて いるの は、 言 

わず と 知れた お医者さん である。 人間の 弱点 を 取り扱 

う 商売で ある だけに、 探偵小説の 中にまで * さん， の 

字 をつ けて 呼ばれる ので ある。 が、 この 人す こぶる 現 

代 的で、 かような 場所に 馴れて いるの か、 往診 飽を投 



げ るよう にして 机の下に 置き、 いたって 軽々 しい 態度 

あいさつ 

で 三人に 挨接 をした ところ を 見る と、 もう * さん ガ の 

字 をつ ける こと はやめにした ほうがよ かろう。 

やまもと 

「山 本さん、 さあ、 そちらへ おかけく ださい」 

と、 検事 はいつ の 間に か 昂奮 を 静めて 〔# 「静めて」 

は 底本で は 「靜 めて 匕、 にこに こしながら 医師に 向かつ 

て 言った。 

「この 暑い のに ご 出頭 を 願った の は 申す まで もな く、 

奥 田さん の 事件に ついて、 あなたが 生前 故人 を 診察な 

さった 関係 上、 二、 三お 訊ねしたい ことがあ るからで 

す。 この 事件 は 意外に 複雑して いるよう ですから、 死 



体の 解剖 をして くださった 片田 博士と、 なお、 捜査 本 

部の 藤 井 署長に も、 こうして お立ち会い を 願いました」 

こう 言つ て津村 検事 は、 相手の 顔 をぎ ろり と 眺めた。 

この "ぎろ り" は津村 検事に 特有な もので、 かって こ 

の * ぎろ り， のために、 ある 博徒の 親分が その 犯罪 を 

何もかも 白状して しま つたと いわれて いる ほどの 曰く 

つきのもの である。 彼 はの ちに、 おら ァ あの 目が 怖 

かったん だよ、 と 乾 分に 向かって 懺悔した そうで ある。 

しかし、 この * ぎろ り" も、 山 本 医師に 対して は 少し 

の 効果 もなかつ たと 見え、 

「何でもお 答えし ます」 



という、 いたって 軽快な 返答 を 得た だけであった。 

その 時、 給仕が 冷たい お茶 を コップに 運んで きたの 

で、 検事 は 対座して いる 山 本 医師に 勧め、 自分 も 一 口 

ぐっと 飲んで、 さらに 言葉 を 続けた。 

てんまつ 

「まず 順序と して、 簡単に この 事件の 顚末を 申し上げ 

ま ^9 

S 区 R 町 十三 番地 居住の 奥 田と めと いう 本年 五十 五 

歳の 未亡人が、 去る 七月 一 一十三 日に 突然 不思議な 病気 

力 力 

に 罹りました。 午前 一時 ごろ、 急に 身震いす るよう な 

悪寒が 始ま つた かと 思う と、 高熱 を 発する と 同時に、 

おうと しょく あた 

はげしい 嘔吐 を 催しました。 まるで 食中りの ようで 



三人の 子が みな 若かった から 財産 はいつ たん 夫人に 譲 

る ことにした ものの、 行く行く は 家督 を健吉 くんに 讓 

るよう に、 くれぐれも 遺言して い つたと いう ことです- 

爾来 十五 年間、 三人の 兄妹 は 勝ち気な 未亡人の 手に 

よって、 ことし 健吉 くんが 二十 七 歳、 保 一 くんが 二十 

四 歳、 きょ 子 嬢が 二十 一 一歳になる まで 無事に 育て上げ 

られ ました。 ところが、 いかに 勝ち気の 未亡人で も 人 

間の 性質と いう もの はいかん ともす る ことができな 

かった と 見え、 二 男の 保 一 くん は 兄と はすこぶ る 違つ 

て、 いわば 不良 性 を 帯びて きたので あります。 健吉く 

んは 大学 を 卒業して から、 デバ— トメ ント • ストアで 



名高い M 呉服店の 会計課に 勤める ことにな りました が、 

ほうとう 

保 一 くん は 大学 を 中途に て 退学し、 放蕩に 身 を 持ち崩 

しました。 

未亡人 は 保 一 くんが かわいかった ため、 金銭 上の こ 

と はずい ぶん やかましい 人であった けれど、 保 一 くん 

のために かなりの 金額 を 支出して やりました。 しかし 

昨年の 春、 保 一 くんが 某所の 遊女 を 身請けし ようとし 

た ときには、 長男の 手前 もあった であろうが 徹底的に 

怒って、 昔の いわゆる 勘当 をす ると 言い出し ましたけ 

れど、 なんと 言われても 保 一 くん は 初志 を 貫徹しょう 

としまし たので、 健吉 くんが 仲に 入って その 遊女 を 身 



請けさせ、 一 方、 未亡人の 意志 を 尊重す るた め ひとま 

ず Y 区に 別居 させて 売薬 店 を 開かせ、 当分 出入 リを禁 

じたので あります。 ところが、 未亡人 は 勝ち気な 人で 

ある だけ 一 面 はなはだ 頑固で あ つて、 保 一 くんが 請け 

出した 女と 手を切らぬ 間 は 決して ふたたび 会わない と 

言つ て、 健吉 くん やきよ 子 嬢が 何度 頼んでも どうして 

も 聞き入れず、 ついに 今回の 悲劇が 起こる まで 勘当の 

状態が 続いた のでした。 

さて、 話 はこ こで 健吉 くんの ことに 移らねば なり ま 

せん。 健吉 くん は 保 一 くんと 違って 素行が きわめて 正 

しかった のです が、 最近 M デバ— トメ ント • ストアに 



そうして、 家督 はきよ 子に 養子 を 迎えて、 その 男に 譲 

ると 宣告した の だそう であります。 

ならく 

これ を 聞いて、 健吉 くん は 奈落の底へ 突き落とされ 

たように 驚き かつ 悲しみました。 きょ 子さん の 話に よ 

ると、 兄さん は それ 以後、 まるで 別人の ようになった 

の だそう です。 たえず 考え込ん でいて、 母親に も 妹に 

もろく に 口 も 利かなかった そうです。 ときには まるで 

精神病 者の ようにぶ つぶつ 独り言 を 言う こと も あ つ た 

そうです。 

すると 二十 三日に、 未亡人に 奇怪な 病気が 起こり ま 

した。 M 呉服店で は 七月が 決算期で、 会計係 は 七月 二 



の 原因、 すなわち 健吉 くんの 恋人なる M 呉服店 員に 事 

おおしま えい こ 

情 を 訊ねました。 その 店員 は 大島栄 子と いってい たつ 

て 内気な 色の 白い 丸顔の 人でした。 なんでも 以前、 S 

びぼう 

病院の 看護婦 をして いたそう です が、 美貌の ために 医 

員た ちがうる さく 騒ぎ 寄る ので、 職業 を 変更して デ 

パ 1„ ^に 勤務す る ことにし たの だそう です。 S 病院と 

いえば 山 本さん、 あなた も ご 開業になる 前に そこで 医 

員 をな さって おられた そうです ね。 …… 余談 はさて お 

き、 その 大島栄 子さん から 聞いて みます と、 健吉 くん 

は 母の 拒絶した こと を 告げて 非常に 悲しみ、 大恩 ある 

母の 意志に 背く こと は 自分に はでき ない。 生さぬ仲の 



しました。 したがって、 未亡人の 死んだ ときには マラ 

リアの 発作 も 合併して いる わけです し、 また そのこと 

によって 未亡人が 一日置きに、 しかも 同じ 時間に 悪 

寒 • 発熱 • 嘔吐 を 起こした こと をよ く 了解す る ことが 

できます」 

ま.^ 

「けれど、 嘔吐が マラリアの ときに 起こる こと は 稀で 

はありません か」 

と、 山 本 医師 は 反対した。 

「いかにも 稀で はあります。 しかし、 決してな いこと 

ではありません」 

と、 片田 博士 は にっこり 笑って 言った。 



4 

まり 

この 言葉 を 聞くな り、 山 本 医師の 身体 は ゴム 毯 のよ 

うに 椅子から 跳ね上がった。 そうして、 何 か 言おうと 

のど 

しても ただ 唇 だけが 波打つ だけで、 言葉 は 喉の 奥に つ 

かえで 出て こなかった。 

「まあまあ」 

と、 検事 は 手 を もって 制して 言った。 

「なにも それほど 驚きになる ことはありません。 あな 

たがお 入れに なった と はわた し は 申しませんでした。 

あなたが 書生さん に 持たせて やられた 薬の 中に 亜砒酸 



があった とて、 ただちに あなたが お入れに なった とい 

うこと はでき ません。 だから わたし はまず 保 一 くんに 

嫌疑 を かけて みたので す。 そうして いま 申し上げ たよ 

うな ことが 行われた の だと 推定した のです。 しかし、 

嫌疑と いえば、 保 一 くん ばかりでなく、 健吉 くんに も 

令嬢に も 女中に も、 一 応 かけて みなければ なりません。 

さきに わたし は健吉 くんの こと をい つたん 切り離して 

考える よう 申し ましたが、 ここに 至って、 健吉 くん を 

ふたたび 引き出して くるの は 少しも 差し支えないと 思 

います。 かりに 未亡人の 前 三回の 発病が マラリア であ 

ると 想像して、 健吉 くんに 無関^で あると しても、 徤 



を 除き 得る かとい う 疑問が 浮かぶ はずです が、 山 本 さ 

ん、 あなたに はよ くわ かってい るでしょう。 あらため 

てお 訊ねす るの も 変です が、 健吉 くんの 恋敵と いうの 

は あなた だそう です ねえ？ 

いや、 こんな こと を 訊ねて お 顔 を 紅く させて は 申し 

訳ありません が、 これ も 訊問の 順序と して 致し方 あり 

ません。 で、 健吉 くんが その 朝、 あなたのと ころから 

母親に 薬の 届いた の を さいわいに、 その 中へ 亜砒酸 を 

投じ、 あたかも あなたが 毒殺な さった ように 見せかけ 

たと 考えても、 これ また 決して 不合理で はない と 思い 

ま ^9 



に 亜砒酸が あつたと すると、 その 亜砒酸 を 投じた 者 は 

保 一 くんか 健吉 くんか、 令嬢 か 女中 か、 あるいは あな 

た ご 自身 か、 さもな くば あなたの 家の 書生 かで ありま 

すが、 書生と 女中と 令嬢 は 問題外と して、 残る ところ 

は 保 一 くんか 健吉 くんか あなたの 三人で あるから です。 

健吉 くんと 保 一 くんの 事情 は 先刻 申し上げた とおりで 

すが、 あなたに つ いても 健吉 くんと 同様な ことが 言い 

得る だろうと 思います。 すなわち、 あなたに とって 健 

吉 くん は 恋敵です。 大島栄 子さん の 話に よると、 あな 

しつよう 

たが S 病院に おいでに なるとき、 栄 子さん に 執拗に 言 

い 寄られた そうで、 栄 子さん は それが うるさい ために 



病院 を 辞して M 呉服店に 入った の だそう です。 してみ 

れば、 あなた は 失恋の 人であります。 したがって、 同 

じく 恋敵 同士で も、 あなたが 健吉 くん を 憎む 程度 は 健 

吉 くんが あなた を 憎む 程度よりも 比較に ならぬ ほど 大 

きいので あります。 で、 あなたが 令嬢から 事情 を 聞い 

て、 その 好機 会 を 利用な さった と 考える こと はまこと 

に 当然ではありません か。 あなたが 未亡人の 病気の マ 

ラ リアで ある ことにお 気づきに なった かどう か は、 い 

まこ こで 問わぬ ことにして、 嘔吐と 下痢の ある こと を 

さいわいに 亜砒酸 を 利用し ようと 企てられ たこと は、 

もっとも 自然な 推定で はあり ませぬ か。 健吉 くん も 保 



一 くん も 医者ではありません。 ですから、 健吉 くんと 

保 一 くんと あなたとの 三人 並べて、 だれが 這般の 事情 

を 利用す るに もっとも 適して いるかと 問うならば、 だ 

れ しも あなたで あると 答える に 違いありません。 保 一 

くん は 売薬 業 を 営ん でい るから 多少 医学 的 知識が あ る 

としても、 あなた ほど 容易に は 考えつか ぬと 思います _ 

古来 毒殺 は 女子の 一 手 販売で あると 考えられ、 男子で 

毒殺 を 行う 者 は 医師 か 薬剤師で あると 言われて ぉリま 

すから、 この 際に も 医師た る あなた を 考える の は 別に 

奇怪で はない と 思います。 保 一 くん は 売薬 業 をして お 

ります から、 亜砒酸 を 手に入れ やすいと しても、 保 一 
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